
平 成 17 年 度 中 間 決 算 に つ い て 
 

平成 17 年 11 月 7 日 

電源開発株式会社 

 

 

Ⅰ．平成17年度中間決算の概要 

○連結決算 

（１）連結経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 

(当期)純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

17 年 9 月中間期 305,417 (   4.6) 38,235 (△16.4) 23,790 (△19.6) 171．39 

16 年 9 月中間期 291,892 (   5.4) 45,748 (  48.3) 29,604 (  53.2) 213．27 

17 年 3 月期 594,375  57,093  35,559  255．01 

（注）パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

17 年 9 月中間期 1,996,984 410,371 20.5 2,956．42 

16 年 9 月中間期 2,049,225 383,156 18.7 2,760．34 

17 年 3 月期 2,021,655 391,327 19.4 2,818．04 

 

 

 

○個別決算 

（１）経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 

(当期)純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

17 年 9 月中間期 282,674 (   2.2) 33,006 (△22.5) 21,348 (△24.4) 153．80 

16 年 9 月中間期 276,709 (   5.2) 42,610 (  54.9) 28,233 (  60.8) 203．40 

17 年 3 月期 546,702  47,415  31,266  224．89 

（注）パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）財政状態 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

17 年 9 月中間期 1,918,127 385,780 20.1 2,779．25 

16 年 9 月中間期 1,969,920 365,801 18.6 2,635．31 

17 年 3 月期 1,949,660 370,137 19.0 2,666．19 
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Ⅱ．当中間期の経営成績及び財政状態 

１．経営成績 
（１）収益 

収益面では、電気事業において、当社単独の販売電力料収入では、前年同期に比べ水力は渇水による減

少、火力は高稼働と石炭価格上昇を販売価格に反映したことから増加しました。また、当中間期より新規

連結した㈱ベイサイドエナジー他を含む連結子会社のグループ外売上の増加もあり、連結の売上高（営業

収益）は前年同期に対し 4.6%増加の３，０５４億円、経常収益は同 4.8%増の３，０８２億円となりまし

た。当社単独の売上高（営業収益）は２，８２７億円、経常収益は２，８５３億円となりました。 

 

（２）費用 

費用面では、電気事業において、人件費他の減少はありましたが、火力発電所の燃料価格の高騰等によ

る燃料費の増加、水力の修繕費の増加、松浦火力発電所及び橘湾火力発電所の減価償却方法の変更による

減価償却費の増加及び連結子会社の営業費用の増加等により、連結の営業費用は前年同期に対し 13.3%増

の２，５０９億円となりました。これに営業外費用を加えた連結の経常費用は同 8.8%増の２，７００億円

となりました。当社単独の営業費用は２，３４０億円、経常費用は２，５２３億円となりました。 

なお、営業費用の増要因には上記のとおり減価償却方法を定額法から定率法へ変更したことなどによる

ものが含まれていますが、これは財務体質の強化にも資するものです。 

 

（３）利益 

以上の結果、連結の経常利益は前年同期に対し 16.4%減の３８２億円、中間純利益は、渇水による渇水

準備引当金の取崩し等を行なった結果、同 19.6%減の２３８億円となり、当社単独の経常利益は３３０億

円、中間純利益は２１３億円となっております。 

 

（４）配当 

当中間期から、初めて中間配当を行うこととし、配当額は、１株につき３０円とさせていただきます。 
 

 

２．財政状態 
（１）資産の部 

資産については、固定資産は、当中間期末より新規に連結した㈱ベイサイドエナジー及び㈱グリーンパ

ワー瀬棚による増加はありましたが、減価償却進行による減少などにより、前期末から４１５億円減少し   

１兆８，４８５億円となりました。これに流動資産を加えた総資産は、前期末から２４７億円減少し１兆      

９，９７０億円となりました。 

 
（２）負債の部 
 負債については、社債・借入金の返済等により前期末から４３６億円減少し当中間期末の負債総額は、

１兆５，８５５億円となりました。連結有利子負債残高についても、前期末から ３８５億円減少し、当中

間期末は１兆４，５９５億円となりました。連結有利子負債比率は前期末の79.3%から78.1%へと改善をみ

ております。 

 
（３）資本の部 
 また、資本合計は、前期末から１９０億円増加し、４，１０４億円となり、株主資本比率が前期末の19.4%

から20.5%と上昇しております。連結株主資本比率は平成19年度末に23%という経営目標の達成に向けて、

引続き努力していきたいと考えております。 
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（単位：百万円）
当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

（Ａ） （Ｂ） 増 減（Ａ－Ｂ） （Ａ/Ｂ）％

営　　業　　収　　益 305,417 291,892 13,524 104.6%

電 気 事 業 営 業 収 益 287,175 276,817 10,357 103.7%
経

255,112 245,184 9,927 104.0%
卸　電　気　事　業 247,389 242,505 4,884 102.0%
（水　　力） 70,610 72,772 △ 2,162 97.0%
（火　　力） 176,779 169,732 7,047 104.2%

常 その他の電気事業 7,722 2,679 5,043 288.2%

30,565 30,586 △ 21 99.9%

1,498 1,047 450 143.0%

収 そ の 他 事 業 営 業 収 益 18,241 15,074 3,167 121.0%

営　業　外　収　益 2,800 2,076 724 134.9%

1,341 808 533 165.9%

益 328 391 △ 62 83.9%

386 87 298 442.6%

744 788 △ 44 94.4%

308,217 293,968 14,249 104.8%

営　　業　　費　　用 250,910 221,374 29,536 113.3%

経 電 気 事 業 営 業 費 用 230,531 202,940 27,591 113.6%
14,944 18,597 △ 3,653 80.4%
73,761 54,396 19,364 135.6%
22,787 19,116 3,670 119.2%
14,069 15,621 △ 1,552 90.1%

常 14,976 12,521 2,455 119.6%
65,550 60,247 5,302 108.8%
24,441 22,438 2,003 108.9%

そ の 他 事 業 営 業 費 用 20,378 18,434 1,944 110.5%
費

営　業　外　費　用 19,072 26,846 △ 7,773 71.0%

17,296 24,290 △ 6,994 71.2%

用 1,775 2,555 △ 779 69.5%

269,982 248,220 21,762 108.8%

38,235 45,748 △ 7,512 83.6%

△ 73 528 △ 602 △ 13.9%

38,308 45,219 △ 6,910 84.7%

16,814 17,429 △ 615 96.5%

△ 2,244 △ 1,807 △ 436 124.2%

少数株主利益又は少数株主損失 △ 51 △ 7 △ 44 723.1%

23,790 29,604 △ 5,814 80.4%

（注）百万円未満を切捨てて表示しています。

中 間 純 利 益

項　　　　　　　　　　目

渇水準備金引当又は取崩し

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 経 常 利 益

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

修 繕 費
委 託 費
租 税 公 課
減 価 償 却 費

燃 料 費

そ の 他

受 取 配 当 金

受 取 利 息

持 分 法 に よ る 投 資 利 益

中 間 経 常 収 益 合 計

中 間 経 常 費 用 合 計

他 社 販 売 電 力 料

託 送 収 益

平成１７年　９月３０日まで

平成18年３月期 中間連結決算収支比較表

平成１７年　４月　１日から

対前年同期比

そ の 他

人 件 費
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Ⅲ．平成17年度業績予想 

販売電力量は、水力は前期に対して 17.9％減少の９２億 kWh、火力は前期に対して 5.1％増加の      

５１８億kWhになるものと想定しております。 

売上高については、連結では前期に対して 2.6％増加の６，１００億円、当社単独では前期に対して

1.3％増加の５，５４０億円になるものと見込んでおり、経常利益については、連結では前期に対して 

3.7％減少の５５０億円、当社単独では前期に対して 9.3％減少の４３０億円となる見通しです。 

 

 
 

＜連  結＞                                     ＜単 独＞ 
売 上 高      ６，１００ 億円              売 上 高      ５，５４０ 億円 
経 常 利 益          ５５０ 億円              経 常 利 益          ４３０ 億円 
当期純利益          ３６０ 億円              当期純利益          ２８０ 億円 
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